何の薬？

バンコマイシン：抗菌薬。MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）に有効。

ストレプトマイシン：抗結核薬。

アシクロビル：抗ウイルス薬。ヘルペスウィルス、サイトメガロウイルスに有効。

インターフェロン：抗ウイルス薬。肝炎ウイルスに有効。副作用にｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ様症状、精神症状（抑鬱、自殺企画）。

オセルタミビル：抗ウイルス薬。タミフル。A型、B型インフルエンザに有効。服用後小児の異常行動に注意。

ザナミビル：抗ウイルス薬。リレンザ。A型、B型インフルエンザに有効。感染後48時間以内のみ効果。

シスプラチン：抗がん薬。DNA複製阻害薬。副作用に腎障害、嘔吐など。

メトトレキサート：抗がん薬。代謝拮抗薬。副作用に口内炎。

ジギタリス：強心薬、抗不整脈薬。心臓の働きを強める薬。心筋収縮力を強める→心拍数減少→心拍出量増加で心不全に作用。迷走神経、刺激伝導系に働きかけることで頻脈傾向の不整脈に作用。ジギタリス中毒→徐脈や寝室ブロックなどの不整脈が出現、中枢神経症状（めまい、頭痛など）、消化器症状（悪心、嘔吐など）。

エピネフリン：強心薬、抗不整脈薬。アドレナリン作動薬。交感神経を興奮させることによる強心作用（β１作用）

ニトログリセリン：狭心症治療薬。舌下剤や静脈注射。狭心症は心冠状動脈の血流が少なくなり、心筋が酸素不足に陥ることにより胸痛が生じる。ニトログリセリンは冠状動脈を拡張させて血流を増やす。副作用に血圧低下。

カルシウム拮抗薬：抗不整脈約、狭心症治療薬。冠状動脈を拡張させる作用がある。副作用に血圧低下。

β遮断薬：抗不整脈薬、狭心症治療薬。交感神経β作用を抑制。副作用に血圧低下、心機能低下、気道収縮、徐脈。

アンギオテンシン変換酵素阻害薬（ACE阻害薬）：降圧薬。

アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬：降圧薬。ACE阻害薬の空咳を改善した薬物。

抗アルドステロン剤：利尿剤。ナトリウムと水の再吸収をブロック。

フロセミド（ラシックス）：利尿薬。副作用に低カリウム血症。

副腎皮質ステロイド：抗炎症作用、糖新生促進、免疫抑制作用。副作用は骨粗鬆症はじめいっぱい。

インスリン：糖尿病治療薬。単位は「単位（U）」。

イソフルラン：中枢神経作用薬。吸入麻酔薬。副作用に呼吸抑制、低血圧。

ジアゼパム：抗不安薬。ベンゾジアゼピン系抗不安薬の代表。筋弛緩作用、抗けいれん作用もある。

クロルプロマジン、ハロペリドール、リスペリドン：抗精神病薬。副作用にパーキンソン様症状、肝障害、抗コリン作用（便秘、口渇など）、悪性症候群（高熱、筋拘縮など）。

SSRI、SNRI：抗うつ薬。うつの原因は脳内のセロトニン、ノルアドレナリンの不足と考えられている。

炭酸リチウム：抗躁薬。

レボドパ：パーキンソン症候群治療薬。L-ドーパというドパミンの前駆体で血液脳関門を通過でき、脳内でドパミンに変化する。長期服用でジスキネジア（口・舌をモゴモゴ）。

バルプロ酸ナトリウム：抗てんかん薬。

オピオイド：麻薬性鎮痛薬。呼吸抑制、嘔吐作用を示す。

モルヒネ：麻薬。持続的鈍痛に著効。

NSAIDs（エヌセイズ）：非ステロイド性抗炎症薬。抗炎症、鎮痛、解熱、抗血小板作用。

アスピリン：酸性非ステロイド性抗炎症薬。

禁忌は？

ワーファリン：ワーファリンは抗凝固薬。抗血栓薬。ビタミンKを拮抗作用があるため、併用禁忌。ビタミンK含有食品→納豆、ブロッコリー、キャベツ、レタス、人参、海草、ほうれん草など。

カルシウム拮抗薬：グレープフルーツジュースと併用すると血圧低下し過ぎるおそれあり。

メモ：昇圧のシステム

レニン→アンギオテンシンノーゲン→アンギオテンシンⅠ→アンギオテンシンⅡ→アルドステロン分泌促進→末梢血管収縮

